
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もぐもぐだより特別号  平成２９年１０月発行 

宇都宮市立の全ての小中学校において平成２０年度から全国に先駆けて実施している「お弁当の日」の取

組は，今年度で１０年目を迎えました。保護者の皆様に御理解，御協力いただき，学校と家庭が一体となっ

て「お弁当の日」の取組を実施することができましたことに深く感謝申し上げます。 

昨年度（平成２８年度）に「お弁当の日」を開始してから９年目を迎え，中学３年生までの全ての学年が

小学校に入学してから毎年継続して取り組んできましたので，これまでの取組の成果を検証するため，小学

校と中学校の最高学年である小学６年生と中学３年生，及びその保護者を対象に「お弁当の日」に関するア

ンケート調査を行いました。その結果を御紹介します。 

今後も「お弁当の日」を通して，子どもたちが自分の健康を考え，判断し，実践できる力を身に付けられ

るよう，御協力をよろしくお願いします。 

＜問い合わせ：宇都宮市教育委員会学校健康課 学校食育グループ  ℡ 632-27５７＞ 

「お弁当の日」の取組についてのアンケート結果から（抜粋） 

保護者の回答 

 

変化が

あった

90%

変化が無

かった

10%

「お弁当の日」に取り組むことによって見られた効果 ベスト５  

 

「お弁当の日」に取り組むことによって， 
お子さんに変化がありましたか。 

 

〔複数回答〕 (%) 
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栄養バランスを考えて食事をとれるように

なった

感謝の気持ちが育った

家族でのコミュニケーションが図られた

子どもの成長を感じられた

料理の楽しさを知ることができた

 

親子で買い物を

したり，お弁当作り

をしたりすること

によって，会話が増

え，家族のコミュニ

ケーションが図ら

れました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもたちのお弁当を紹介します】 

 

 

 

児童生徒の回答 

 

・ 栄養バランスも考え，短時間で作るのはとても難しかった。でも，上手に出来上がったときには，とても

うれしくて，達成感があった。 

・ 親と一緒にお弁当を作ることは楽しく，料理をする大切さもよく分かった。 

・ だんだんお弁当を作るスピードが速くなって，自分が成長している気がしてうれしかった。 

・ いつもよりがんばってお弁当を作るので，友達と食べる時に会話が増えて楽しい思い出になった。  
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毎日食事を作ってくれる家族の大…

「お弁当の日」を通して，分かったこと ベスト５  

 毎日食事を作ってくれる家族の大変さ  
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こんろの使い方

表示などを見て食品を選ぶこと

電子レンジの使い方

包丁の使い方

栄養バランスのとれた献立の作…

「お弁当の日」を通して，できるようになったこと ベスト５  

 

〔複数回答〕 

〔複数回答〕 

(%) 

 

(%) 

 

栄養バランスのとれた献立作り 

実際にお弁当

作りに取り組む

ことによって，料

理をする大変さ

や難しさを知り，

日頃食事を作っ

てくれる家族へ

の感謝の気持ち

を育むことがで

きました。 

「お弁当の日」の思い出  ～ 児童生徒の感想から抜粋 ～ 

 

・ 「お弁当の日」は，親子のコミュニケーションを図ったり，子どもへの愛情を確認したりするはたらきがある。 

・ 自分で調理することができると自信につながる。家庭科で習ったことを復習するなど，工夫していて良かった。 

・ 食材の鮮度，いろどり，お弁当の詰め具合などを考えるきっかけとなり，大きくなっても役に立つと感じた。 

 また，子どもへの食事を見直すきっかけにもなった。 

・ 忙しい中，子どもにお弁当作りをさせることが面倒だと思うこともあったが，家庭でこのような取組が行える

かというと，日々の忙しさを言い訳に後回しになり，できないので，「お弁当の日」は親子共に食育の意識が高

められる良い機会となった。 

・ 学習や部活動など多忙ながら，自分なりに調理を工夫をし，時間のやりくりをする術を身に付けることができ，

実りのある活動である。 

 

 

  

「お弁当の日」についての感想 ～ 保護者の感想から抜粋 ～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お弁当の日」の取組を通して育てる“４つの力” 

「お弁当の日」の目的 

食事について親子で共に考える機会を創出し，子どもたちの食への関心を高め，

感謝の心を育むことなどを目的としています。 

１  
食べ物に 
関心をもつ 

２ 
感謝の心を
もつ 

３ 
楽しく料理を 

する 

４ 
健康な体を 

作る 

 

お弁当の日 

 

ね
ら
い 

家族と一緒に献立を考

え，買い物に行くことを

通して，食材について関

心をもてるようにする

とともに，家族への感謝

の気持ちを育てる。 

 

家族と一緒に献立を考

え，食材を購入すること

を通して，食事について

関心をもてるようにす

るとともに，家族への感

謝の気持ちを育てる。 

 

家族と一緒にバランス

のよい献立を考え，食材

を購入したり，一緒に作

ったりすることを通し

て，食事にかかわる人へ

の感謝の気持ちを育て

る。 

自分の身体を考えて，栄

養バランスや調理方法

を工夫し，自分で作ろう

とする。 

 

 

チ
ェ
ッ
ク
項
目 

□食べ物の名前が分か

る。 

□食べ物の味，色，形な

ど特徴が分かる。 

□お弁当を作ってくれ

た人に感謝する。 

□残さず食べる。 

 

□家族と一緒に買い物

に行って，食材を選

び，一緒に調理する。 

□お弁当箱にごはんや

料理を詰める。 

□家族と一緒にお弁当

に入れる「主なおか

ず」と「野菜を使った

おかず」を考える。 

 

□一品でも自分で調理

する。 

□お弁当に入れる料理

の味付けを確認する。 

□家族に相談しながら，

苦手な食べ物も使っ

て，栄養のバランスを

考えた献立を立てる。 

□一食分を調理する。 

□環境を考えて調理す

る。 

□お弁当に入れる料理

に使う食材の分量が

分かる。 

□数多くの食材を使え

るよう工夫しながら，

栄養バランスを考え

て献立を立てる。 

 

【小学校１・２年】 【小学校３・４年】 【小学校５・６年】 【中学校１～３年】 

小中学校の９年間を通して，子どもたちに４つの力を身に付けられるよう，発達段階に応じた本市独自の

ねらいを定めて取り組んでいます。 

お子さんができるようになったことを下の表でチェックしてみましょう。 

発達段階ごとのねらい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校における取組 

・ 毎年１０月以降に２回以上，学校ごとに「お弁当の日」を実施しています。 

・ 「地産地消」や「旬の食材の活用」等の共通テーマを決めたり，兄弟姉妹で協力してお弁当作りに取り

組めるように地域学校園で同一日に実施したり，実態に合わせて各学校で工夫した指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画表を使って，お弁当の

中身を考えます。 
 

 
 
 

 

事前指導 

お弁当は 
主食：３ 
主菜：１ 
副菜：２ 

 

お弁当作りをします。 

 

 

 

 

  友達と一緒にお弁当を食べます。 

 

「お弁当の日」当日  

振り返り表を使って，お弁

当の内容や取り組んだこと

を振り返って， 

次回の「お弁 

当の日」に 

つなげます。 

 

事後指導 

「お弁当の日」は，お弁当を持ってきて，みんなで食べるだけの日ではありません。 

子ども自身が食事に関心をもち，献立を考え，食材を選び，調理をすることに 

意味があります。 

大人になったときに健全な食生活を送るための基礎を培えるよう，学年が上がる 

につれて，保護者の関わりを少なくし，自分で自身の健康を考えたお弁当を作る 

ことのできる子どもを育てていくことが大切です。 

学校と家庭が一体となって，子どもを育成していきましょう。 

「お弁当の日」に関するＱ＆A 

Ｑ１ どうして宇都宮市の全ての小中学校で「お弁当の日」を始めたのですか？ 

Ａ１ 「朝食欠食」，「孤食（個食）」，「好き嫌い」などの子どもたちの食生活の課題を改善するため，

食生活の基盤である家庭において，親子で食について考えていただきたかったからです。 

Ｑ４ どうして家庭科で調理実習があるのに「お弁当の日」をするのですか？ 

Ａ４ 学校での授業ではなく，家で保護者の方に関わっていただきながらお弁当作りに取り組むこと

によって，日頃の食生活につなげてほしいからです。 

Ｑ３ どうして小学１年生から「お弁当の日」の取組をするのですか？ 

Ａ３ 小学１年生から家の人と一緒にお弁当作りに取り組むことによって料理の楽しさを味わわせ，

毎年少しずつできることを増やしていってほしいからです。 

Ｑ２ どうして「弁当の日」ではなく，「お弁当の日」と言うのですか？ 

Ａ２ 「お弁当の日」の「お」は，食材の生産者やお弁当を作ってくれる人への感謝の気持ちを表現

しているからです。 


